
防コミの歩き方
「BOKOMI」 in インドネシア2011

たずね歩き消防団 BOSAI
KO B E
MI RAI

インドネシアのジョグジャカルタという都市
のBADRAN（バッドラン）という地区で、
2010年12月にBOKOMIが結成されたこと
は、以前本誌でご紹介させていただきました
が、6月にこのBADRAN地区を訪問し、そ
の後の動きを調査しましたのでご報告します。
まず、「BADRAN BOKOMI」の訓練です
が、結成されて以後、毎月第3日曜日に定
例的に実施し、3カ月に1回のペースで
「BOKOMI Festival」と称して大規模に、
子どもが楽しく防災を学ぶことができるインド
ネシア版「イザ！ カエルキャラバン！ 」を継続的
に実施しています。
また、結成時に地元の資機材を利用して、
自分たちで製作した安価な消火ポンプが改
良されたうえに、新型ポンプも導入し、2台
になっていました。
この2台のポンプを利用した消火訓練が目
玉となり、定期的な訓練にも、若い人を含
む多くの人が参加するということでした。

●さらに進化するBOKOMI
この地区では消火栓が整備されていない
ため、この消火ポンプにはそれぞれポンプと
同じ台車に載せて移動できるドラム缶が搭載
されています。しかし、当然、本格的な火災
になると水量が乏しく対応できないことを告げ
ると、近くの川から中継して送水することや
各家庭に布バケツを配布し、火災発生時に
は、各家庭から水をくんだバケツを持ち寄り、
皆でドラム缶に給水する方法などを自分たち
で考え、既に訓練も実施しているということ
でした。防火水槽も自分たちで5カ所ほど造
る予定だそうです。
いつも訓練で使用している町の中心の広
場は、災害時に一時避難をするための広場
に整備もされ、インドネシア国内のいたるとこ
ろから、このBADRAN地区のBOKOMIを見
学に来るまでになっているそうです。既に
BOKOMIを結成すると決めた他の地区もあ
り、神戸の教訓を基に始まった取り組みが
ゆっくりと広がりを見せています。
（予防課地域防災支援係　竹中邦明）

●放火火災（疑い）が連続発生
6月3日に発生した建物火災以来、週末を
中心に連続放火火災が発生したことで7月5
日、西消防署が「放火火災防止推進重点
地区」の設定を必要とする消防署に指定さ
れました。それを受け、地元自治会、消防
団、行政機関等が一体となって放火火災の
防止に取り組むこととなりました。
●「放火火災対策調整会議」立ち上げ
7月7日、西消防署をはじめ、西区役所、
西警察署等行政機関と地元自治会（神出
町、平野町）、西消防団が一堂に会し、第
1回目の「放火火災対策調整会議」を開催
し、西区で特に連続放火火災が集中してい
る平野町、神出町を重点地域に指定しまし
た。そして、自治会によるチラシ、ポスター
の掲示、消防署、警察署のパトロールに加
え、「自分たちの地域は自分たちで守る」との
思いから西消防団もパトロールを開始しまし
た。重点地区の地元である平野支団及び
神出支団においては、指定後、直ちに複数
班が毎日パトロールを実施しました。
●全支団警戒パトロール実施
重点地域を平野町、神出町に指定しまし

たが、「放火火災がいつ西区全体に拡大す
るかもしれない」との思いから、西消防団とし
て各支団長にパトロールを実施するよう指示
をし、西区全7支団の警戒パトロールが開始
されました。
●地域がひとつになり、効果を発揮
地域が放火火災の撲滅を目的としてひと

つになり、チラシ、ポスターの掲示、警戒パ
トロールの実施（消防団・自治会の青パト〈青
色回転灯装備車〉・消防署・警察署）、西
区内協力事業所の車両へ安全・あんしんパ
トロールの実施マグネット・ステッカーの掲出、
西区安心安全eメール及び消防署のホーム
ページによる広報等、地域あげて実施した
対策が功を奏し、週末に集中していた火災
をはじめ、一連の放火火災も現在のところ発
生していません。

連日、連夜、西区の安全・安心のために警戒パトロール実施！
西消防団長
北井道男
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